
令和６年度シラバス（ 理科 ）     学番６ 新潟県立新潟東高等学校  

教科(科目)  理科(物理基礎) 単位数 ２単位 学年(コース) ２学年 

使用教科書 実教出版『高校 物理基礎』 

副教材等 実教出版『高校物理基礎サブノート新課程版』 

 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー         

グラデュエーシ
ョン・ポリシー 

○地域社会と積極的に交流することで、各自の興味・関心に基づく課題を見出し、学習活動で得た知識・
技能をもとに、論理的に思考し主体的に解決策を見出す能力を育成する。 
○自分の主張を分かりやすく他者へ伝え、異なる主張に対しても、協調的に意見交換しながら合意形成
を図ることができる能力を育成する。 
○正解のない問いや、困難な状況に際しても、他者と協力して、粘り強く挑戦し続ける態度を育成する。 
○自分のよさや強みを自覚し、うまくいかない状況に際しても、自己をうまく管理する柔軟な態度を育
成する。 

カリキュラム・
ポリシー 

○情報端末や、教育サービスを積極的に活用し、すべての生徒が主体的かつ意欲的に学ぶことができる
教育活動を展開する。 
○個々の生徒の特性や理解の状況に応じた最適な学びを提供し、かつ生徒が互いに交流しながら協調的
に学びあえる授業を行う。 
○地域社会と連携することで、豊かな体験活動の場を設けながら、教科とも連携した探究学習を行う。 
○生徒が自らの学びを振り返るとともに、教師が指導の改善を図ることができる学習評価を行いながら、
常に教育活動の質の向上を図っていく。 

 
２ 学習目標         

  物体の運動と様々なエネルギーに関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを
通して、物体の運動と様々なエネルギーを科学的に探究するために必要な資質・能力を育成する。 

 
① 日常生活や社会との関連を図りながら、物体の運動と様々な縁エルギーについて理解するとともに、科学的に探究 
するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

② 観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。 
③ 物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。 

 

３ 指導の重点          
 ・授業を通して基本的な原理や法則の理解と、基礎知識の定着を図る。 

・ICTを利用して物理現象をイメージ化する能力を育む。 
 ・実験などを通し、物事を筋道立てて論理的に思考する能力を育成する。 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

・日常生活や社会との関連を図りながら、物

体の運動と様々なエネルギーについての基

本的な概念や原理・法則などを理解してい

るとともに、科学的に探究するために必要

な観察、実験などに関する基本操作や記録

などの基本的な技能を身につけている。 

・物体の運動と様々なエネルギーから問題

を見いだし、見通しをもって観察、実験など

を行い、得られた結果を分析して解釈し、表

現するなど、科学的に探究している。 

・物体の運動と様々なエネルギーに主体的

に関わり、見通しをもったり振り返ったり

するなど、科学的に探究しようとしている。 

 

５ 評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能 ａ 思考･判断･表現 ｂ 主体的に学習に取り組む態度 ｃ 

評
価
方
法 

・単元テスト 

・レポート 

・観察、実験への取り組み 

 

などから、評価します。 

・単元テスト 

・レポート 

・発表への取り組み 

 

などから、評価します。 

・授業に臨む姿勢・意欲 

・ノート提出 

・振り返りシート 

・問題集の実施内容 

などから、評価します。 

 

 



６ 学習計画                              
月 単元名 授業時数 教材名 学習内容（指導内容） 評価の観点 評価方法 

４ 

 

 

物理に必要な計算 ３ 教科書 

問題集 

･物理に必要な計算を学ぶ。 a 小単元テスト 

ワークシート 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

第１章 物体の運動 

１．運動の表し方 

２．力と運動方程式 

 

２０ 

 

 

教科書 

問題集 

・速さとその表し方、等速直線運動の特徴

について学ぶ。 

・速度が向きを持つ量であり、速度の合成

と相対速度を学ぶ。・加速度の意味を学

び、その単位と向きを理解する。 

・等加速度直線運動を式で表現し、重力が

はたらく落下運動を理解する。  

・鉛直投げ上げ、水平投射について理解す

る 

・ばねの力など、いろいろな力があること

を理解する。 

・力の合成、分解、つりあい、作用反作用

について学ぶ。 

・加速度と力および質量の関係について

学ぶ。  

・運動の法則と運動方程式について演習

しながら理解する。 

・摩擦力について学び、静止摩擦力と動摩

擦力の違いを理解する。  

・圧力、浮力について理解する。 

a 

b 

c 

小単元テスト 

ワークシート 

レポート 

振り返りシート 

９ 

10 

第２章 エネルギー 

１．運動とエネルギー 

２．熱とエネルギー 

 

１０ 

教科書 

問題集 

・仕事の定義を理解し、仕事の原理や仕事

率について学ぶ 

・運動エネルギーや位置エネルギーをも

とに力学的エネルギーを学ぶ。  

・仕事とエネルギーの関係を理解し、エネ

ルギーが保存されることを学ぶ 

・熱や温度、さらに熱量とその保存につい

て学ぶ。  

・分子の熱運動エネルギーである内部エ

ネルギーを理解する。 

・熱力学第一法則の意味を理解する。 

・熱と仕事の変換として、熱機関、熱効率、

不可逆変化について学ぶ。 

a 

b 

c 

小単元テスト 

ワークシート 

レポート 

11 

 

 

第３章 波 

１．波の性質 

２．音と振動 

 

６ 

教科書

問題集 

・様々な波の性質を学び、その基本的な性

質を理解する。 

・波には横波と縦波がありその表示の仕

方を学ぶ。 

・波の重ね合わせの原理を学び、定常波を

理解する。 

・波の反射について、条件によって違うこ

とを理解する。 

・音の特徴と干渉現象である｢うなり｣に

ついて学ぶ。 

・弦や気柱の振動と共振・共鳴について理

解する。 

a 

b 

a 

小単元テスト 

ワークシート 

レポート 



12 

 

１ 

第４章 電気 

１．物質と電流 

２．磁場と電流 

 

１３ 

教科書 

問題集 

・静電気と電子について理解し、その電気

量について学ぶ。 

・電流とは何か、その正体について理解す

る。   

・電流と電圧の関係を表すオームの法則

と電気抵抗の意味を理解する。 

・抵抗の接続、抵抗率について学ぶ。 

・電力と電力量の意味の違いやジュール

の法則について学ぶ。 

・磁石のまわりに存在する磁場と、それを

表現する磁力線について学ぶ。  

・電流が流れると磁場が生じ、右ねじの法

則で磁場の向きが分かる。  

・磁場が変化すると電磁誘導の現象が生

じることを学ぶ。  

・交流をもとに、変圧器と送電のしくみを

理解し、交流の利用について学ぶ。  

a 

b 

c 

小単元テスト 

ワークシート 

レポート 

振り返りシート 

２ 

 

 

３ 

第５章 物理と社会 

１．エネルギーとその

利用 

終章 物理学が拓く世

界 

 

 

１２ 

教科書

問題集 

・エネルギーの変換と、その総量不変につ

いて学ぶ。 

・原子と原子核の構造、その同位体の存在

について理解する。 

・放射能、放射線の種類と特性について理

解する。  

・原子核エネルギーと原子力発電のしく

みについて理解する。 

・物理学の、科学技術での応用について学

ぶ。    

a 

b 

c 

小単元テスト 

ワークシート 

レポート 

振り返りシート 

                                       計64時間（55分授業） 

  

７ 課題･提出物等 

・各単元内にある探究等についての課題の提出を求めます。 

・実験を行った際には、実験レポートの提出を求めます。 

・長期休業中の課題は別途指示します。 

 

８ 担当者からの一言 
特に、復習をしっかりやってください。問題集の問題を自力で考え、分からない場合には必ず質問すること。その
積み重ねで実力がつき、だんだんと理解が深まり物理がおもしろくなっていきます。 

（担当：植 木） 

 

 


